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葉吊蛛の習性と記載 
槛が利 夫 

萊を巿龍骄リ!摇西ヶ原巧 "3 ぶ 

私がまだ紀州に住んでゐを時©ことであるから隨分前。ことでをる力;，中縣 
上とちふ村に法念寺とまふ寺があつて，其む裏にかなり大きな薄暗い森があつ 
た0私は其の森の中へよく蜘蛛の採集に巧かけたものであるが，或日のこと， 
それは雜か秋の夕ちであつをと思ふ力 S ， 其り森の中にある竹•数の閒で，おは腰 
を屈めて石をめ<つてねると，ふと地上から僅か離れた所に，極めて細い絲で 
造られた徑班 cm . 位の丸網がをつて，其の中央のコシキの所にうまく胃が懸 
つてねるのが目についた0其の枯葉は簡單に丸く拳かれてゐた。併し枯葉が卷 
いたやうになつでねる事が何も珍らしいことではないから I 私は別にをれをと 
がめやうともがず I 勿論をの梢葉はどこかから飛んで來て偶然に満の中央に引 
願つたのだらうと思つてゐた〇所が不思議な事によく注意してみると，私の周 
圍にはをれと同じやうな蜘蛛の網が澤山あつて，どれもこれも其の中央に申し 
をせを樣に姑葉が谋下つてねるのである。これはおかしいダと風つた隣隅，其 
の中の或一つの網にどこからか1巧の小さなハへの1種が飛んで來てひつか、 
つた。すると突然に其のハへを目がけて奕進して來た1巧の可愛い、黄褐色の 
小蜘蛛があつた。たつた今までこの網にはどこにも蜘蛛のをが見えなかつを巧 
から察して，この小蜘蛛はたしかこの枯葉のやに隱れてねたのに違ひないと思 
〇たおは，早速他の網に懸つてねる枯葉を二己探クて調べてみた所 • 案が誘ど 
のお镶のやにを同礫な蜘蛛カミ隱れてねた0體長6扭の•內がの丸く太つたホレン 
デをの助がである力て，何れも若い？ばかりであクを。夕聞迫る森の中で，私は 
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この時初めてこの珍らしい蜘蛛の習性に思はず惑輿の聲を放ったのであつた0 
それは今かち6年前の昭和8年〇が〇ことである0 

昭和10年2巧おは上京しを。上京すると間もなく岸巧先生と植物圃へ探集に 
抵かけたり，西ヶ原の方面を一人で每日ホき砸っをものでをった。所が3巧初 
甸の頃圖らずも上中里驛の西側〇上堤で，灌木の下に同じ蜘蛛が棲んでゐるの 
を見っけた0がつてかたがやはり若い？ばかりであった0翌日私はこの蜘蛛の 
ことを岸旧先生に話しを所，先生はをんな珍らしい習性の蜘蛛はまだ見を事が 
ないとぉっしやってねられた。其の後昭和11年の夏淡路鳥へ探集旅巧をしを時 
に同島にも其の蜘蛛がか'—がしてねる事を知り，义王寺幸寬氏から送られを宵け時 
地ホの標本中にもこれが入つてむた。私は其の形態からしてこの蜘蛛は恐ら< 
ホニグホか ド ヨウグ带の 仲間 だ らうとは思つでむをが，何れも若い標本ばかり 
なので，あまり深くは調べもしないでをのま5^にしてぉいを〇所が昭和11年10 
月に東亞蜘蛛學會ま催の採集で天機山へ巧つを時，初めて一つの枯葉內に同機 
中のぶ熟したを6を採集する事が出來た。おは菩んで生かしたま、をれを持歸 
り，さて調べやうとしを所，どうしても$がおて來なかつを 0 管瓶に入れる時 
に不法意にをガけを逃がしたものであらう力すっかり落膽したおは罕もろ< 
ろ < 調べ も しないでる の-辞 入手を待っことにしを。やがてを の军 は住居の內部 
へ產卵した。 

斯くして夕•忙なおはこの蜘蛛の正礎な戶籍調べをする閒もな <，何時の間に 
か2 ヶ 年の 歲 子は過ぎ去っを。而 してっひに 本年6巧なは學友小熊素を • が岡 
化太郞兩 巧とが么頭公圃に探 集中， が 岡君に依っ て 完全に成熟した同居中の 華 
さが W び補獲せられた 0 こんどこをはと惹翁ごんだ私は大いに張り切つてこの 
蜘蛛の戶鑛調べを隅始する事にした0同じ頃町巧德治巧に依って神奈川縣神武 
寺山から同種の蜘蛛が採集されをが，亞成體の？であった。 

巧:づお皮‘この蜘蛛は丸網を張ること及び體が丸ぐ肥ってゐる點等よりコガネ 
グモ科の Meta か Araneus の何れかに相違ないと思つて調べてみた所， 
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J ‘•顯にか顆があることからして Meta でない事が明らかになつた〇而してこ 
の蜘蝶の頭部は胸部よりも遙かに隆起してをり，义單腿は爾列とも著しく後曲. 
(recurve) してねる點に於て Aranem でな'/^事も明らかになつを〇をこで檢索 
表を迦つてみるとどうしでもゴミグモ亞科 CCycloseae) に入つてしまふ。而し 
今までゴミグモと S へばあの模雜なデコボコの多いさしてきれいでもない蜘辨 
ばかりを見なれて來を載としでは，どうしてもこれがゴミグモのイ中間であると 
は思はれなかつた0併し頭胸部の前記特徴はゴミ.グモ類に相違ないので，試み 
に最も普媪なゴミグモ Cyclosa ocioiubereulaia の穗本を取りおして較べてみた 
所，頭胸部にがては中服域の形が異るのみで他はを C 一致してねる。尙この研 
究の遙中，副產物として私は豫期しない發見をした。をれは前からこの蜘蛛の 
綠 I 寅奕起の中魏は非常に變つたことに基部に近い所わら矢替狀に分岐してねる 
ので珍らしいと思つてねを所，序にゴミグモの中掩を調べてみると驚いた事に 
これも巧機な形をしてねた 0 撼いてキジロゴミグモ Cydosa laticauda のを調 
ベてみたが矢張り巧機であつた。この事からしてやがのか狡性はゴミグモ類の 
時猶ではないかと考察した一事である。（附記：其〇後心が‘りが屬の中巧も 
斯かる分岐性のあることを知つを〇)斯礫な次第でこの蜘蛛がゴミグモの仲間 
であると云ふ事に就て一つの有力な新事實をも發見しをわけでをる。而して所 
謂ゴミグモ屬 Cyclosa は前遮の後邊よりホなる棵形の中眼域を持つてねるので 
あるが，この蜘蛛の中腿域は殆ど方形に近いので， Cyclosa とは區刖さるべを 
ものであることを知つた。おつて更に E. Simon 巧のゴミグ车亞科の檢索表を 
誠べてみると，おて來たりが Amsilas とちふ屬で Shnon 巧が新らしぐ創設 
した（巧敗）ものにをく一致した〇而もこの新屬の記載と同時にこれに屬する 
2種の蜘蛛が何れも新種として記載されてねるのであるが，これに照合してみ 
ると，ほ本產わ蜘蛛はジャバ•モルツみ雨嵩からが集されてむる -4. coccineiis 
に一致ずるものであることを確認した 0 他の 1 種は乂 ajricanus とまひアブ 
リカに產するものである0 
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昭が 8 年秋初めてこの蜘蛛を紀州に發見してが來こ、に約6ヶ年，初めてこ 
の蜘蛛の戶籍調べを完了したおの巧究室には.高らかに割 It 歌が奏せられたわけ 
である。習性も珍らしいし，分ホも熱帶系のものであるし，穗類も今の所世巧 
中で僅かに2種と云ふ珍晶でもをるから， M 下おはこの蜘蛛に就て硝詳細な記 
載をしておきたいと思ふ0 

Acusilas cocci ne us Simon, 1895 ハツリグモ（新稱） 

測定 ？は體長8—10 mm. でをるが，今體長10 mm. ある井之頭產〇標本 
を測をしを結果に依ると，頭胸)部は長さ 3.5 mm. 幅3 m 描，腹部は長さ 7nim. 
幅4 mm •で，附屬較の長さは次表の如くである0 
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をは 军に較べると非常に小形で，體長は 6 mm . 特に腹部は小形で步脚は第1 
•第2の長い割合に第3 •第4 は 目立つて短い。卽ち頭胸部•腹部共に其の長 
さは 3 .5 mm. 第1步脚は10 mm. 第2步脚は8. 5 mm. 第3は 5 .5打側•第4 は 
7 mm. でをろ〇 

をお を體黃褐色の贼蛛である。背甲は光輝ある撥黃色で，中窩の上部に硝 
褐をを呈した小斑點があるが，他に目立つた斑紋がない。單眼は暗黑をで，其 
の周緣部は細く黑色を呈してゐる。上顯•下頸•胸板及び下辱部は背甲よりも 





Acusilas eoccineus Simon, 1895 
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稍をの濃い棒黃をであるが，ずは褐色に近く，下唇部あ下類の先端部は白色を 
呈してねる。附屬肢も殆ど同様な光澤ある色彩である力雕珊•兩節は稍をが濃 
い0先端の爪な何れも黑褐色である。腹部〇地色は灰黃褐色で，背面のやみに 
は大きな黑褐色〇斑紋があるが，夕< の場合はあまり目立たない。又幼蛛に於 
ては全然誰められない事が多い。中央部の亞ぉ中線には4對の小褐色筋點が目 
立って見える。腹部下面は背面と同様な色彩であるう;，蛛沈この前ホと後方に大 
して巧ぶたない黑色斑紋を持ってねる事がある。蛛巧は粒黃色である。6にが 
ては頭胸部背圃は濃厚な褐な色で， 9 同獄何等の避紋を認めない。上颖•下颖， 
下答部及胸板もお甲と殆ど同薇な色彩で，下韻及び下昏部の先端部は？同様白 
色を呈してわる。腹部背面は黑褐色で强ぉ中線部に太い黑色雁木狀の斑紋があ 
るがあまり目立をない。蛛捷の基節はな鴻色で其の緣周部は黃白を喪に其の 
タト方は黑褐色を呈する。胃外域は褐色で其の周圍は黑をを呈してねる。第1あ 
第2步脚は腿節に.第3及第4ホ卿は瓣節に二っの黃色環絞がある。 

形態背巧は長さ幅よりも違かに大き <，中窩及放射遮は明臟にな在する。 
化し中窩は比較的短<，頭部にまで達してねない。胸部背面には目立っを毛を 
有しない力ち頭都には細毛があり，特に正中線上には1列に稍大きな毛が列生 
してたる。單眼8個の中直眼（前中贩）は壞も大きぐ，直販間の距離は直眼の 
1ぶ直徑，間眼の大さは殆ど相似てわる。後中間限は相互に其の直徑の I . 5 倍距 
り，他の間腮とは其の直徑の2値距る〇兩側閒贩は相接近してねる。直販と後 
中間眼との距離は直眼間の距離に等しい。故に中販域は大體方形に近い形をし 
てゐるものである0上顚は背面より見えない。後が堤には3诏の突起を持つて 
ねる。 下顯は高さ幅に優る矩形に近ぐ，下臀部は半圓形に近い。何れも先端部 
に長い毛束を持ってねる0胸板は5角形で各遽とも波狀を呈してねる。觸肢の 
先端部には簡のある1本の爪がをり，ホ脚の先端には十數本の齒を持った2本 
の上爪と無齒の下爪とがある。踰節及敬節下面には多數の刺毛がある。腹部は 
長稽圓形である。蛛捷は他のゴミグモ類同樣腹部後端より稍前ホに位置し，や 
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热は基部に近い巧から矢帯狀にか蚊し，興の1端は後巧の澗に細長< 伸びてね 
る0關化及び其の前にある氣管氣巧は明らかに見える。腹部にをる細毛はを體 
になをを呈してなる0 $は卒に較べるとはるかにぺ、形で，頭部は罕に較べると 
姪く圓形に近い形をしてねる 0 脈は兩測とも著し < 後曲 （ r 说 Iirve ) し其の距 
離の比は？に似てねる。 

霄性日光の餘り直がしない樹蔭に中別 f な縱丸網を張り，必ずが葉を卷いで 
其の中央に吊下げる。其の枯葉は澗葉樹の枯葉〇ことをあり，帶の葉等を使用 
する事もある。井之頭で探集した1種は長い避の葉を基部で卷き，先端部は祝‘ 
曲げて袋狀にしてねた。葉を卷< とをつても千卷狀に卷<0ではをく，兩緣を 
縫合する程度なのである。蜘蛛自體は其のが葉の中にひをみ.蟲が網にか、れ 
ば飛びおしでをれを捕へる。も7巧の頃から0 $おに成熟し^つの性居に营 
く同棲する，卯は其の化居の巧壁に精圓形に產みつけられ，其の上を薄 <絲で 
かどるだけである。卯は年巧に鹏化するもの^やうである。私は今日〔8巧に 
日）裏庭で本麵のが蛛を參数採集しをが，何れも最近一人ぶちしたもの、やう 
でをることからしてもをれがわかる。をれでも一人前に小さな丸網を張つて枯 
葉を釣り上げて網に南下げるのを目擊した。造じたて〇網はきれいである力;， 
風にゆられ日光が直射すると次第に縮れ又切れてゆく0この點から見てもこ〇 
蜘蛛の網は目ホの直おする所又は風〇强い所には適しないやうである。この蜘 
蛛が必ず横藤の靜かな所に棲んでねる理曲も首背お來る。 

み巧日本に於ける旣知の產地は前記したやうに和歌出縣（植巧煤），東巧 
〔植が煤)，天*山（植村•加臟•伸辻•深潭探)，淡路島（植村探)，昔崎（王 
寺揀)，井么頭（片岡•ル熊•植が採)，神武寺〔町旧が)，愛媛縣（高橋 f 求）等 
である事からして殆どを國に分■巧するものであらうと思ふ0海外にがてはジャ 
バ • モルツカ兩島に產する0 

固版說 明 a, ハツリグモ JL cocdnms の？背面 b. 同步脚先端〇爪じ 
同頭胸部下面 d . 同單眼の配列 e . 同性域た同蝶が（特に中捷に'注意 )0 



